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（  続紙  １）  
京都大学  博士（教育学）  氏名   TOPACOGLU  HASAN 
論文題目 
戦後日本における近代化の記憶と「場」の揺らぎ  
            ―メディア・イベント「明治百年祭」（1968）を例に― 
（論文内容の要旨）  
 本論文は戦後日本の国家的メディア・イベントの一つである 1968 年「明治百年祭」



















































































ントこそ「明治百年祭」なのである。なお、本論文の射程には 2018 年に「明治 150
年祭」を控えた「現代的」課題があり、さらに言えば、2023 年に著者の母国で開催さ
れる「トルコ共和国百年祭」と比較検討されるべき「国際的」研究がある。  
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（続紙  ２）                            
（論文審査の結果の要旨）  






















年祭」イベントの全体像を詳細に再現している。1966 年 3 月の準備会議から全国各地

















  三、これまで「明治百年祭」については東京で開催された 10 月 23 日の式典が言及
されることはあっても、全国各地で開催された記念行事、記念事業が着目されること
は少なかった。しかし、『坂の上の雲』に典型的な「明るい」明治イメージを受け入れ













































要旨公表可能日： 平成 30 年   月  日以降 
 
 
